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〈２０２３年１１月２９日開催  図書室のつどい 「ファッションを彩る革製品の〝裏側〟」 参加者の声〉

羽生 伸子

　

皮
な
め
し
の
作
業
を
す
る
男
。
一
枚
の
原
皮
を
川
に
浸
し
た
後
、

獣
の
表
面
の
毛
を
気
持
ち
い
い
く
ら
い
に
こ
そ
ぎ
落
と
し
て
い

く
。
「
白
な
め
し
革
」
の
一
連
の
作
業
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
。

　

今
回
の
講
師
で
あ
る
西
村
祐
子
先
生
は
、
皮
革
へ
の
愛
情
が
溢

れ
出
さ
ん
ば
か
り
に
滑
ら
か
に
解
説
し
て
い
く
。

　

市
川
と
い
う
姫
路
に
あ
る
河
川
の
バ
ク
テ
リ
ア
が
程
よ
い
腐
敗

を
起
こ
し
、
脱
毛
を
手
助
け
す
る
の
だ
と
い
う
。
白
な
め
し
革
は
、

塩
と
菜
種
油
を
用
い
環
境
に
は
や
さ
し
い
が
、
天
日
干
し
と
足
揉

み
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
大
変
な
労
力
と
途
方
も
な
い
時
間
を
要

す
る
。
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
独
自
の
白
な
め
し
革
は
、

欧
州
の
職
人
た
ち
を
唸
ら
せ
た
ほ
ど
の
代
物
だ
っ
た
と
聞
く
。
し

か
し
、
こ
の
手
法
も
大
量
生
産
で
き
る
機
械
化
の
流
れ
や
被
差
別

部
落
の
解
放
等
に
よ
っ
て
や
が
て
衰
退
の
一
途
を
辿
る
。

　

こ
の
会
に
参
加
し
た
私
は
、
実
は
皮
革
と
被
差
別
部
落
に
つ
い

て
も
学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
。
か
つ
て
の
同
和
教
育
を
受
け
た

世
代
の
私
が
、
一
端
の
歴
史
し
か
知
ら
な
い
の
だ
と
痛
感
し
た
の

は
、
西
村
先
生
の
近
著
『
皮
革
と
ブ
ラ
ン
ド
』
（
岩
波
新
書
）
を

読
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
皮
革
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々
が
「
皮
田
」
と
呼
ば

れ
、
世
界
の
皮
な
め
し
職
人
た
ち
同
様
、
動
物
の
血
の
穢
れ
か
ら

卑
し
い
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、な
め
し
職
人
の
手
に
よ
っ

て
、
獣
の
「
皮
」
か
ら
私
た
ち
の
生
活
の
必
需
品
で
あ
る
「
革
」

へ
と
変
換
さ
れ
る
。
西
村
先
生
は
、
皮
な
め
し
の
作
業
が
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
の
文
化
的
な
生
活
が
為
さ
れ
な
い
と
強
調
さ
れ
た
。

で
は
、
世
界
各
地
で
脈
々
と
皮
な
め
し
技
術
を
継
承
し
て
き
た
ユ

ダ
ヤ
人
や
南
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
、
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
で
あ
る

「
客
家
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
は
な
ぜ
生
き
残
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
。

技
術
は
も
と
よ
り
、
人
々
が
彼
ら
の
必
要
性
を
理
解
し
、
何
よ
り

も
職
人
と
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
の
だ
。

　

今
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
皆
が
こ
ぞ
っ
て
持
つ
。
西
村
先

生
の
同
著
に
も
、
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
こ
と
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
や
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
の
象
徴
で
あ
る
黒
の
革
ジ
ャ
ン
の
話
や
、
高
級
ブ
ラ

ン
ド
を
纏
う
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ラ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
今
ど

き
の
ア
イ
コ
ン
だ
と
あ
る
。
私
が
最
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
件
で
あ
る
。

黒
の
革
ジ
ャ
ン
と
い
え
ば
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン
の
川
久
保
玲
を
彷

彿
と
さ
せ
る
が
、
81
年
の
パ
リ
コ
レ
で
「
ボ
ロ
ル
ッ
ク
」
と
い
う

真
っ
黒
で
穴
の
空
い
た
加
工
と
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
デ
ザ
イ
ン

を
引
っ
提
げ
て
、
そ
れ
ま
で
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
、
そ
し
て
退
屈
な

ス
タ
イ
ル
を
ぶ
ち
破
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
フ
ァ
ス

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
頃
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
は
元
気
が
な
い
。

　

先
ご
ろ
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
（
Ｌ
Ｖ
）

が
日
本
の
西
陣
織
と
岡
山
デ
ニ
ム
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
提
携
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
、
日

本
の
高
い
技
術
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
い
ま
だ
に
イ

タ
リ
ア
の
皮
革
は
根
強
い
支
持
を
得
て
い
る
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ

ン
ド
の
皮
革
は
残
念
な
が
ら
世
界
に
飛
び
出
せ
な
い
ま
ま
だ
。
い

つ
か
、
Ｌ
Ｖ
、
エ
ル
メ
ス
、
グ
ッ
チ
の
よ
う
に
日
本
の
高
級
ブ
ラ

ン
ド
が
流
通
す
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
か
。
皮
な
め
し
の
話
を
す
る

と
す
ぐ
に
貴
賤
の
話
に
集
約
し
て
し
ま
う
の
は
、
も
う
や
め
に
し

て
、
か
つ
て
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
、
カ
ッ
コ

よ
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
語
り
あ
お
う
よ
。
会
が
終
了
す
る
と
、

夜
の
帳
を
歩
き
な
が
ら
そ
ん
な
思
い
が
湧
い
て
き
た
。

西
村
祐
子
著
『
皮
革
と
ブ
ラ
ン
ド—

変
化
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
倫

理—

』
（
岩
波
新
書
）
、『
皮
を
つ
く
る
人
び
と—

被
差
別
部
落
、
客
家
、

ム
ス
リ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
と
「
革
の
道
」
』
（
解
放
出
版
社
）

ま
と

は
っ
か

か
わ
た

く
だ
り

と
ば
り

ジャパンブランドの皮革が、

       再びファッションを彩るとき
は に ゅ う



あ
と
が
き—

知
る
喜
び
と
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ—

東　

健
太
郎
（
文
学
講
座
連
絡
会
編
集
委
員
会
）

 

　

こ
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
毎
回

（
24
回
連
続
）
出
席
し
て
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
か
な
、
と
い
う

感
じ
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
違
い
費
用
が
か

か
ら
な
い
上
に
第
一
線
の
研
究
者
の
解
説
が
聞
け
る
、
と
い
う
点

が
非
常
に
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

47
年
の
伝
統
が
あ
る
と
い
う
の
も
驚
き
で
、
課
題
作
品
選
定
に

至
る
手
続
き
も
民
主
的
で
あ
り
、
読
書
会
当
日
の
進
行
ル
ー
ル
も

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
当
日
の
１
週
間
前
か
ら
集
中
モ
ー
ド
に
入
り
、
課
題
図

書
及
び
関
連
書
籍
を
読
み
込
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し

て
情
報
収
集
し
つ
つ
感
想
を
練
り
上
げ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
の

作
業
が
何
よ
り
楽
し
い
で
す
。
ま
さ
に
至
福
の
時
と
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
当
日
は
１
週
間
の
成
果
を
数
分
間
に
凝
縮
し
た
形

で
発
表
す
る
の
で
す
が
、
今
や
こ
れ
が
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
注
目
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

他
の
会
員
の
方
の
感
想
や
講
師
の
解
説
を
聞
い
て
新
た
な
視
点
に

気
づ
く
こ
と
も
多
く
、
ま
さ
に
知
る
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　　

今
、
47
年
と
い
う
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
歴
史
の
中
に
私
た
ち
は
い

ま
す
。
こ
の
歴
史
は
、
図
書
室
利
用
者
と
公
民
館
職
員
が
、
カ
ウ

ン
タ
ー
越
し
で
本
の
読
後
感
を
語
り
合
い
た
い
と
会
話
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
自
治
体
の
事
業
は
横
並
び
が
多
い
で

す
が
、
市
民
と
担
当
者
の
会
話
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
事
業
は
、
他

に
類
例
を
見
な
い
存
在
と
な
っ
て
今
に
至
り
ま
す
。
利
用
者
の
要

望
を
こ
の
よ
う
な
形
に
し
て
く
れ
、
そ
し
て
そ
れ
を
継
続
発
展
さ

せ
て
く
れ
た
歴
代
の
担
当
職
員
の
方
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
齢
も
、性
別
も
、こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
背
景
も
異
な
る
人
々

が
、
同
じ
小
説
を
読
ん
で
感
想
を
述
べ
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
私
た
ち
が
生
き
る
世
界
に
お
い
て
も
稀
な
機
会
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
職
場
で
も
、
家
庭
で
も
、
友
人
同
士
で
も
話
題
に
は
出

せ
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
か
ら
。

　

こ
の
稀
で
楽
し
い
機
会
を
私
た
ち
だ
け
で
独
占
す
る
の
は
も
っ

ブ

ッ
ク

ク

ラ

ブ

か

ら

た
い
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
こ
の
喜
び
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
近
隣
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
可
能
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

こ
れ
ま
で
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
会
員
が
、
文
学
作
品
を
通
し
て

生
き
る
こ
と
の
意
味
や
知
る
喜
び
を
感
じ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
累
計
す
れ
ば
数
百
人
に
及
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

声
は
過
去
の
文
集
を
開
け
ば
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
最
初

の
文
集
は
「
こ
の
一
冊
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
１
９
８
５
年
に

発
行
さ
れ
、
原
稿
は
手
書
き
で
し
た
。
公
民
館
図
書
室
で
創
刊
号

以
下
数
冊
を
読
み
ま
し
た
が
、
ま
る
で
そ
の
会
員
が
目
の
前
に
い

て
肉
声
を
聞
く
か
の
ご
と
く
で
し
た
。
文
集
を
読
む
時
、
読
み
手

と
当
時
の
会
員
は
時
空
を
超
え
て
一
緒
に
存
在
し
て
い
る
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
も
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
声
を
文
集
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
手
に
取
っ
て
そ
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

講　師 山岸　郁子
 （日本大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  ５月９日 （木） 

  夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先  公民館  ☎（５７２）５１４１

―たしかにそこにいた「わたし」のこと―

井戸川射子 『ここはとても速い川』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講談社文庫）

くにたちブッククラブ

＊５月から、８回にわたり様々

な文学作品を味わう「くにたち

ブッククラブ」が始まります。

年間予定など、詳しくはホーム

ページをご確認ください。

（２）図書室月報 2024 年 ( 令和 6 年 )5 月

　

二
〇
二
三
年
度
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
文
集
は
、

講
座
参
加
者
の
感
想
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
東
健
太
郎
さ
ん
が
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

「
あ
と
が
き
」
の
文
章
を
紹
介
し
ま
す
。

文集をお読みに

なりたい方は

公民館図書室まで

お越しください。

文集できました！



（３） 図書室月報 2024 年 (令和６年 )５月
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昆
虫
カ
メ
ラ
マ
ン
、
秘
境
食
を
味
わ
う 

 

山
口
進
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
383

十
二
支
外
伝 

福
井
栄
一
（
工
作
舎
）
388

〈
自
然
科
学
〉

は
ま
る
と
深
い
！
数
学
ク
イ
ズ 

横
山
明
日
希
（
講
談
社
）
410

13
歳
か
ら
考
え
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題 

江
連
恭
弘
（
か
も
が
わ
出
版
）
498

〈
工
業
〉

も
う
木
を
伐
ら
な
い
で 

高
槻
成
紀
（
彩
流
社
）
519

〈
産
業
〉

温
泉
旅
行
の
近
現
代 

高
柳
友
彦
（
吉
川
弘
文
館
）
689

〈
芸
術
〉

黒
沼
ユ
リ
子
の
「
お
ん
じ
ゅ
く
日
記
」 

黒
沼
ユ
リ
子
（
金
曜
日
）
762

と
も
に
生
き
る
た
め
の
演
劇 

平
田
オ
リ
ザ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
770

映
画
は
子
ど
も
を
ど
う
描
い
て
き
た
か 

 

佐
藤
忠
男
（
岩
波
書
店
）
778

〈
文
学
〉

文
学
が
裁
く
戦
争 

金
ヨ
ン
ロ
ン
（
岩
波
書
店
）
910

古
典
モ
ノ
語
り 

山
本
淳
子
（
笠
間
書
院
）
910

紫
式
部
女
房
た
ち
の
宮
廷
生
活 

福
家
俊
幸
（
平
凡
社
）
910
む

月
の
立
つ
林
で 

青
山
美
智
子
（
ポ
プ
ラ
社
）
91
あ

大
江
健
三
郎
同
時
代
論
集 

大
江
健
三
郎
（
岩
波
書
店
）
91
お

つ
ぎ
は
ぐ
、
さ
ん
か
く 

菰
野
江
名
（
ポ
プ
ラ
社
）
91
こ 

の
、
す
べ
て 

古
川
日
出
男
（
講
談
社
）
91
ふ

小
さ
な
命
の
帰
る
家 
松
原
宏
樹
（
燦
葉
出
版
社
）
91
ま

オ
ー
ル
・
ノ
ッ
ト 
柚
木
麻
子
（
講
談
社
）
91
ゆ

ペ
イ
ン
ト 

イ
・
ヒ
ヨ
ン
（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
）
92
イ

別
の
人 

カ
ン
フ
ァ
ギ
ル
（
エ
ト
セ
ト
ラ
ブ
ッ
ク
ス
）
92
カ

ガ
ラ
ス
の
帽
子 

ナ
ヴ
ァ
・
セ
メ
ル
（
東
宣
出
版
）
92
セ

滞
空
女 

パ
ク
・
ソ
リ
ョ
ン
（
三
一
書
房
）
92
パ

お
城
の
人
々 

ジ
ョ
ー
ン
・
エ
イ
キ
ン
（
東
京
創
元
社
）
93
エ

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

日
本
人
に
と
っ
て
干
支
と
は
何
か 

武
光
誠
（
河
出
書
房
新
社
）
148

〈
歴
史
〉

ド
イ
ツ
人
が
語
る
ド
イ
ツ
現
代
史

 

ド
ミ
ニ
ク
・
ゲ
ッ
パ
ー
ト
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
234

日
本
の
都
市
１
０
０
年
地
図 

今
尾
恵
介
（
河
出
書
房
新
社
）
291

ロ
バ
の
ス
ー
コ
と
旅
を
す
る 
高
田
晃
太
郎
（
河
出
書
房
新
社
）
292

イ
ラ
ク
水
滸
伝 
高
野
秀
行
（
文
藝
春
秋
）
292

〈
社
会
科
学
〉

ア
メ
リ
カ
の
人
種
主
義 

竹
沢
泰
子
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
316

ソ
ー
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス 

内
田
舞
（
文
藝
春
秋
）
360

友
だ
ち
づ
き
あ
い
っ
て
な
ぁ
に
？ 

イ
・
ヒ
ョ
ン
ヘ
（
誠
文
堂
新
光
社
）
361

災
害
と
外
国
人
犯
罪
流
言 

郭
基
煥
（
松
籟
社
）
361

魔
法
少
女
は
な
ぜ
世
界
を
救
え
な
か
っ
た
の
か
？ 

 

ペ
ク
・
ソ
ル
フ
ィ(

晶
文
社)

361

椅
子
取
り
ゲ
ー
ム 

孔
枝
泳
（
新
幹
社
）
366

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
不
安
に
よ
り
そ
う
性
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

 

北
山
ひ
と
美
（
新
日
本
出
版
社
）
367
き

い
い
か
ら
、
あ
な
た
の
話
を
し
な
よ 

 

チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
（
ア
ジ
ュ
マ
）
367
チ

野
生
の
し
っ
そ
う 

猪
瀬
浩
平
（
ミ
シ
マ
社
）
369

人
と
つ
な
が
る
介
護
の
日
本
語 

嶋
田
和
子
（
ア
ル
ク
）
369

給
食
の
謎 

松
丸
奨
（
幻
冬
舎
）
374

実
践
包
括
的
性
教
育 

樋
上
典
子
（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）
375

乳
幼
児
期
の
性
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

浅
井
春
夫
（
か
も
が
わ
出
版
）
376

ル
ポ
大
学
崩
壊 

田
中
圭
太
郎
（
ち
く
ま
新
書
）
377

「
無
料
塾
」
と
い
う
生
き
方 

小
宮
位
之
（
ソ
シ
ム
）
379

小
さ
き
者
た
ち
の 

松
村
圭
一
郎
（
ミ
シ
マ
社
）
382

図
書
室
で
読
め
る
雑
誌

〈
月
刊
誌
〉

中
央
公
論

文
藝
春
秋

東
京
人

世
界

婦
人
公
論

婦
人
之
友

母
の
友

教
育

月
刊
公
民
館

月
刊
社
会
教
育

社
会
教
育

月
刊
福
祉

き
ょ
う
の
健
康

栄
養
と
料
理

芸
術
新
潮

＆
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ネ
マ
旬
報

音
楽
の
友

山
と
渓
谷

本
の
雑
誌

現
代
詩
手
帖

新
潮

図
書

ち
く
ま

未
来

〈
週
刊
誌
・
週
刊
紙
〉

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ

週
刊
文
春

図
書
新
聞

週
刊
読
書
人

〈
そ
の
他
〉

サ
ラ
イ
（
月
２
回
刊
）

ふ
ぇ
み
ん
（
月
３
回
刊
）

明
日
の
友
（
隔
月
刊
）

く
ら
し
と
教
育
を
つ
な
ぐ
Ｗ
ｅ
（
隔
月
刊
）

暮
し
の
手
帖
（
隔
月
刊
）

多
摩
の
あ
ゆ
み
（
季
刊
）

C
h
i
o

ち
い
さ
い
・
お
お
き
い
・
よ
わ
い
・

つ
よ
い
（
不
定
期
刊
行
）

〈
外
国
語
新
聞
〉

東
亜
日
報
（
ハ
ン
グ
ル
）

人
民
日
報
（
中
国
語
）

ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
（
英
語
）

〈
外
国
語
雑
誌
〉

新
東
亜
（
ハ
ン
グ
ル
）

青
年
文
摘
（
中
国
語
）

読
者
（
中
国
語
）

タ
イ
ム
（
英
語
）

ひ
ら
が
な
タ
イ
ム
ズ
（
日
本
語
と
英
語
）
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夏
目
漱
石
が
、
遺
作
『
明
暗
』
を
執
筆
す
る
う
え
で
、
お

手
本
と
し
た
作
家
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
で
す
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
長
編
『
金
色
の
盃
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
）

は
、
漱
石
の
蔵
書
に
あ
り
、
原
著
に
書
き
こ
み
が
あ
っ
た
こ

と
は
知
ら
れ
た
事
実
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
ち
が
い
、

人
物
の
心
理
描
写
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
さ
い
た
『
明
暗
』
の

漱
石
と
、
細
密
な
心
理
分
析
が
持
ち
味
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
主

要
作
品
が
、
シ
ン
ク
ロ
し
ま
す
。
作
家
は
、
す
ぐ
れ
た
作
家

か
ら
養
分
を
奪
い
、
自
作
の
血
肉
と
し
ま
す
。
換
骨
奪
胎
、

一
流
の
芸
術
が
、
新
し
い
芸
術
を
産
む
母
体
と
な
る
の
で
す
。

　

推
理
作
家
の
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
は
、「
ど
う
し
た
ら
、

小
説
家
に
な
れ
ま
す
か
？
」―

読
者
の
問
い
に
、
「
あ
な
た

が
い
い
と
思
う
作
家
を
真
似
し
な
さ
い
。
真
似
を
し
て
、
技

術
を
盗
み
、
模
倣
が
と
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
編
集
者
に
見
せ

る
の
で
す
。
も
し
あ
な
た
に
才
能
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
小

説
家
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
と
か
。

　

さ
て
、
人
間
の
心
の
ひ
だ
に
わ
け
入
る
、
心
理
分
析
の
手

法
を
駆
使
し
て
、
一
世
を
風
靡
し
た
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ

ム
ズ
の
代
表
短
篇
『
荒
涼
の
ベ
ン
チ
』
で
す
。

　

結
婚
の
約
束
ま
で
し
て
お
き
な
が
ら
、
一
方
的
に
婚
約
を

破
棄
し
た
男
。
婚
約
を
と
り
消
さ
れ
た
女
性
は
、
裁
判
沙
汰

に
し
な
い
か
わ
り
に
（
婚
約
不
履
行
で
訴
え
な
い
か
わ
り

に
）、
４
０
０
ポ
ン
ド
の
慰
謝
料
を
払
う
よ
う
、
ロ
ン
ド
ン

の
弁
護
士
事
務
所
を
通
じ
て
求
め
、
二
人
は
契
約
を
か
わ
し

ま
す
。

　

古
書
店
を
営
む
男
は
、
全
財
産
を
投
げ
打
っ
て
も
、
４
０

０
ポ
ン
ド
と
い
う
大
金
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
や
む
な
く
男

は
、
人
生
の
す
べ
て
だ
っ
た
店
を
た
た
み
、
全
額
、
慰
謝
料

に
あ
て
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
契
約
の
４
０
０
ポ
ン
ド
に
ま
だ

足
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
目
標
を
失
い
、落
ち
ぶ
れ
て
い
く
男
。

貧
乏
に
あ
え
ぐ
男
は
、
そ
の
後
、
結
婚
し
た
妻
と
子
を
、
そ

の
困
窮
ゆ
え
に
失
い
ま
す
。
妻
子
は
、
貧
困
の
ど
ん
底
で
死

ん
で
ゆ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
十
二
年
後
の
今
、
孤
独
な
中
年
男
と
な
っ
た
、
生

け
る
屍
の
男
の
前
に
、
か
つ
て
の
婚
約
者
が
現
れ
ま
す
。
な

ぜ
？　

十
二
年
も
た
っ
た
、
今
に
な
っ
て
？

　

真
綿
で
首
を
し
め
る
よ
う
に
復
讐
さ
れ
る
男
の
心
理
描
写

は
凄
惨
で
す
。
あ
わ
れ
み
さ
え
覚
え
ま
す
が
、
そ
れ
も
作
者

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
計
算
の
う
ち
。
最
愛
の
男
性
に
裏
切
ら
れ
、

も
っ
と
苦
し
ん
だ
元
婚
約
者
の
真
実
の
叫
び
に
、
読
み
手
が

気
づ
く
の
を
遅
ら
せ
る
、
心
憎
い
ば
か
り
の
仕
掛
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
あ
し
た
五
時
私
の
と
こ
ろ
に
お
茶
に
来
て
く

だ
さ
い
と
お
頼
み
し
て
い
い
で
し
ょ
う
か
？
（
大
津
栄
一
郎

訳
）」―

男
の
払
っ
た
慰
謝
料
で
、
富
裕
な
淑
女
に
社
会
的

上
昇
を
と
げ
た
元
婚
約
者
の
、
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
。
作
者
ジ

ェ
イ
ム
ズ
は
、
す
べ
て
を
失
っ
た
男
の
苦
悩
を
、
一
つ
、
一

つ
、
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
光
の
当
た

ら
な
か
っ
た
女
性
の
魂
を
、
逆
照
射
し
、
物
語
を
昇
華
さ
せ

ま
し
た
。

　

息
づ
ま
る
男
女
が
放
つ
、
セ
リ
フ
の
応
酬
。
刻
々
に
う
つ

ろ
う
、
現
在
進
行
形
の
愛
と
憎
し
み
が
、
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ

ー
を
解
く
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
ゆ
れ
動
く
、
人
の
心
を

ペ
ン
に
映
す
「
小
説
の
印
象
派
」
は
、
文
庫
に
し
て
、
わ
ず

か
93
ペ
ー
ジ
の
短
篇
で
、
み
ご
と
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（『
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
短
篇
集
』
岩
波
文
庫
所
収
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
２
回
〉

鍛
治 

勝

 

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
著

　
　

『
荒
涼
の
ベ
ン
チ
』

か
ん
こ
つ
だ
っ
た
い

Ｑ． 公民館図書室の開室時間は？

Ａ． 午前９時～午後５時(水曜日・土曜日は午後８時まで)

 祝祭日は、休室日をのぞき、午前９時から午後５時まで開いています。

 【休室日】月曜・年末年始・蔵書点検期間

Ｑ． 国立市内の他の図書館で発行した図書利用カードは使えますか？

Ａ． 使えます。国立市内の他の図書館と共通のカードになります。

Ｑ． 国立市内の他の図書館の本を公民館で受け取れますか？

Ａ． 国立市に在住・在勤・在学の方は、本を予約していただいた際に受け取り館を

 公民館に指定していただけます。

Ｑ． 図書利用カードを新しく発行したい。またはカードの有効期限が切れてしまった。

Ａ． 国立市に在住の方は窓口へご住所を確認できる書類をお持ちください。国立市に在勤・

 在学の方は、ご住所を確認できる書類に加え、在勤・在学であることを証明できる書類をお持ちください。

 その他、国分寺、府中、立川、日野市民の方にも図書利用カードを発行できます。

■詳しくはお問合せください。

 公民館図書室では、公民館で実施している講座の参考となるような本を揃えています。

 現在実施している講座の参考図書コーナーなどもありますので、ぜひご利用ください。

公民館図書室

　 Ｑ＆Ａ
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